







In China， academics were frequently discussed in relation with politics 
Actually， the situation of Chinese academics was very much affected by the 
political movements call巴d the Thought Reform campaign in 1951. the Anti-
Rightist campaign in 1957 and the Cultural Revolution from 1966 to 1976 
Acad巴micswer巴 calledChou Laojiu (The Ninth category of Stinking Men) at 
the time of the Cultural Revolution 
Since the Third Plenum of the Eleventh Central Committee of the Commu-
nist Party of China in December 1978， the policy of the party and government 
against sciences or academics changed greatly. The social evaluation of the 
sciences and academics also rose considerably. With respect to the changes of 
the economical， political and social environment in China， 1 don' t focus on the 
relationships of academics and politics， but rather on their life and social 
consclOusness 
The main purpose of this paper is to clarify what differences there are 
among the three age groups. From August to September， 1994， 1 conducted an 
enquete concerning“their characteristics and attributes." 1 constructed three 
groups of questions totaling 30 in all. The first concerns the social back 
ground of the academics， the second their motives of becoming academics and 
the third their social consciousness and actual situation. 
Then， in order to understand the characteristics of each group， 1 made 
crosstabulations of the many anserws of each age group. This confirmed that 
the life and social consciousness of academics differ considerably from group to 
group 
Keywords : China， intellectuals， academics 
はじめに
新中国成立後， 中国の内外を問わず，研究者(知識人)はしばしば政治との関係で語られて
























































た。 80年代に入って， はじめて経済の時代が始まったといえよう。 ここでは， 新中国成立以










1995年現在，前者の世代は年齢的にはほぼ 5歳から 65歳であり，後者は 40歳から 45歳位








らは 1988年の調査時，若年層・改革世代は 16-29歳， 中年層・文革世代は 30-45歳，老
年層・革命世代は 5歳以上としている (46歳から 54歳は除外している)。したがって，千石ら





























表 3-1-1 年齢の分布 表 3-1-2 年齢の分布(5歳階級)
年 齢 % 年 齢 % 
~ 39 37.0 ~ 24 3.0 
40 ~ 49 4.0 25 ~ 29 11.0 
50 ~ 18.0 30 ~ 34 3.0 
不 詳 1.0 35 ~ 39 20.0 
』口入 言十 100.0 40 ~ 4 2.0 
45 ~ 49 24.0 
50 ~ 54 4.0 
5 ~ 59 10.0 
60~ 4.0 
不 詳 1.0 
A 仁ヨ 計 10.0 
39歳以下(改革開放世代)が 37%，40 -49歳(文革世代)が 44%，50歳以上(解放世代)が











































































































































































































































































78.6% (55名)，女性 21.4%(15名)~ 1983年，
台湾全体 でありω，日本の社会学者では男性
85.1% (137名)， 女性 12.4% (20名)， 不明





年 齢研究員副研究員助理研 究 員 実 習 研 究 員 其 他 合 計
~ 39 3 25 7 2 37 
0.0% 8.1% 67.6% 18.9% 5.4% 100.0% 
40 ~ 49 3 17 19 4 4 
6.8% 38.6% 43.2% 9.1% 2.3% 100.0% 
50 ~ 3 1 3 1 18 
16.7% 61.1% 16.7% 0.0% 5.6% 100.0% 
不 明
0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 
1仁3h、 言十 6 31 48 1 4 100 
6.0% 31.0% 48.0% 11.0% 4.0% 100.0% 
独立性の検定 .: 1 %有意 5%有意
x2乗値 自由度 P値 判定




























なるか否か(ある科学院では研究者を 3分の l減ら 表 3-4 本人の学歴
す政策が実施されている)などはかなり職場の人 年 齢大専卒業大学卒業大学院修了合計
-39 4 29 4 37 
間関係に左右されていることは筆者も見聞して 10.8% 78.4% 10.8% 100.0% 
40 -49 12 29 3 4 
きた。 27.3% 65.9% 6.8% 100.0% 
50- 4 14 18 
学歴(中国では文化程度という)が最も高いのは 22.2% 7.8% 0.0% 100.0% 
39歳以下であり，続いて 50歳以上の者である。
不明 l 
100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 
40 - 49歳の大学卒業が少なく，大専卒業が多 合 計 21 72 7 100 
21.0% 72.0% 7.0% 100.0% 
いことは文革の影響による。例えば，文革期の 独立性の検定 ": 1 %有意 .: 5%有意
x2乗値 自由度 P値 判定







~ 39 14 2 4 3 5 1 4 3 37 
37.8 5.4 10.8 8.1 13.5 2.7 2.7 10.8 。 8.1 。 10.0 
40 ~ 49 21 4 2 1 1 3 8 2 4 
47.7 9.1 4.5 2.3 2.3 2.3 6.8 18.2 4.5 。 2.3 10.0 
50 ~ 4 3 3 3 2 18 
2.2 16.7 5.6 。 16.7 5.6 。 16.7 。 5.6 11.1 10.0 
不 明 1 。 。 。 10.0 。 0.0 0.0 。 。 。 。 10.0 
メ仁泊ヨ、 計 39 9 7 5 9 3 4 15 2 4 3 100 
39.0 9.0 7.0 5.0 9.0 3.0 4.0 15.0 2.0 4.0 3.0 10.0 
独立性の検定 ": 1 %有意 ': 5 %有意
x2乗値 自由度 P値 判定
19.99693452 20 0.4581215 






傾向を見ておきたい。筆者の調査は， 本人の 18歳時の父の職業なので， 現在の情況との比較
はできないことはいうまでもなL、。







息子 6.5 28.3 6.0 6.8 26.3 26.1 10.0 
父親の職業幹部専業技術人員弁事人員商業服務人員生産運輸工人農民 計
娘 7.9 32.8 9.6.5  34.6 9.1 10.0 
資料 戴建中「中国現代化過程中的社会流動J.中国社会科学院社会学研究所編「中国
社会学年鑑 1989 ~ 1993J.中国大百科全書出版社， 1994年， 162~163ベージ。
95 -
社会学部論集第 29号 0996年 3月)
表 4-3 18歳時の母の職業
年 齢工人農民商業服務科技教師文化文芸体育経済管理行政管理医者無職合計
-30 12 5 3 4 4 2 3 37 
32.4 13.5 8.1 10.8 10.8 2.7 2.7 2.7 5.4 8.1 2.7 10.0 
40 -49 19 5 5 3 2 2 4 3 4 
43.2 11.4 11.4 。 6.8 4.5 。 4.5 9.1 2.3 6.8 10.0 
50 - 4 5 2 2 5 18 
2.2 27.8 11.1 0.0 11.1 。 。 。 。 0.0 27.8 10.0 
不 明
10.0 。 。 。 。 。 。 。 。 。 0.0 10.0 
合計 36 15 10 4 9 3 3 6 4 9 10 
36.0 15.0 10.0 4.0 9.0 3.0 1.0 3.0 6.0 4.0 9.0 10.0 
独立性の検定 1%有意 .: 5 %有意
x2乗値 自由度 P値 判定





年齢非識字小学初中高中・中専大専大学熔業 大卒 大学院卒 合計
-39 9 10 5 2 l 9 1 37 
0.0% 24.3% 27.0% 13.5% 5.4% 2.7% 24.3% 2.7% 100.0% 
40 -49 1 15 1 3 4 4 
0.0% 25.0% 34.1% 25.0% 6.8% 0.0% 9.1% 0.0% 100.0% 
50 - 4 4 3 4 2 18 
0.0% 22.2% 22.2% 16.7% 5.6% 0.0% 22.2% 11.1% 100.0% 
不明 1 
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 
合計 24 29 19 6 18 3 100 
0.0% 24.0% 29.0% 19.0% 6.0% 1.0% 18.0% 3.0% 100.0% 
独立性の検定 1%有意 ': 5 %有意
x2乗値 自由度 P値 判定
12.231603 14 0.58770928 
全体では初級中学以下が半数を超えている。 40- 49歳の者の父親の初級中学以下は， 39歳
以下および 50歳以上の者の父親よりも多く， 7割近い。大専以上の高学歴は 50歳以上の者の
父親が第 1位である。学歴からみれば， 50歳以上の者の 4割近くが父親と同等の学歴である
ことがわかる。
母親には父親には無かった「非識字」があるが， I非識字J，I小学」とも世代が下がるとと
もに少なくなっている。「大卒」の母親は 39歳以下の者が， 40 - 49歳や 50歳以上の者に比
べて 2倍となっており，若い世代の母親の高学歴が伺える。
42%の者が現在の職場が初職であるので， 残りの 58%が研究者以外のあるいは他の職場で





年齢非識字小学初中高中・中専大専大学嫁業 大卒 大学院卒 合計
-39 4 7 7 1 2 5 37 
10.8% 18.9% 18.9% 29.7% 5.4% 2.7% 13.5% 0.0% 100.0% 
40 -49 6 12 1 8 3 2 4 
13.6% 27.3% 25.0% 18.2% 6.8% 2.3% 4.5% 2.3% 100.0% 
50 - 4 9 3 18 
22.2% 50.0% 0.0% 16.7% 5.6% 0.0% 5.6% 0.0% 100.0% 
不明 1 
0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 
メ仁ヨ入 手ロι;. 14 29 18 2 6 2 8 100 
14.0% 29.0% 18.0% 22.0% 6.0% 2.0% 8.0% 1.0% 100.0% 
独立性の検定 .: 1 %有意 ¥5%有意
x2乗値 自由度 P値 判定
15.209621 14 0.363977 
表 4-6 本人の初職
年齢工人農 民 商 業 服 務 科 技 教 師 文 化文芸体育行政管理軍人不明合計
-39 3 2 2 2 3 15 
20.0 13.3 6.7 13.3 13.3 20.0 6.7 6.7 10.0 
40 -49 16 5 5 2 30 
53.3 16.7 16.7 3.3 3.3 6.7 10.0 
50 - 2 1 1 2 2 3 12 
16.7 8.3 8.3 16.7 16.7 25.0 8.3 10.0 
不 明 1 
10.0 10.0 
合計 2 8 3 9 5 4 4 58 




-39 1 5 15 2 9 4 37 
2.7% 13.5% 40.5% 5.4% 24.3% 10.8% 2.7% 100.0% 
40 -49 2 9 21 2 8 2 4 
4.5% 20.5% 47.7% 4.5% 18.2% 4.5% 0.0% 100.0% 
50 - 3 8 2 4 18 
0.0% 16.7% 4.4% 5.6% 11.1% 22.2% 0.0% 100.0% 
不 明 l 1 
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 
合計 3 17 4 5 20 10 100 
3.0% 17.0% 44.0% 5.0% 20.0% 10.0% 1.0% 100.0% 
独立性の検定 .: 1 %有意 5%有意
x2乗値 自由度 P値 判定
6.85073889 10 0.73945699 








年齢祖父祖 母父親母親兄姉おじ小学初 中 教 師 高 中 大 教 師 其 他 不 明 合計
-39 1 10 7 3 2 l 12 37 
2.7% 0.0% 27.0% 18.9% 8.1% 5.4% 2.7% 32.4% 2.7% 0.0% 100.0% 
40 -49 2 10 2 5 2 19 4 4 
0.0% 4.5% 22.7% 4.5% 0.0% 11.4% 4.5% 43.2% 9.1% 0.0% 100.0% 
50 - 4 3 l 2 5 18 
5.6% 5.6% 22.2% 16.7% 5.6% 11.1% 0.0% 27.8% 5.6% 0.0% 100.0% 
不 明 1 
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 
合計 2 3 24 12 4 9 3 36 6 10 
2.0% 3.0% 24.0% 12.0% 4.0% 9.0% 3.0% 36.0% 6.0% 1.0% 100.0% 
独立性の検定 •• : 1 %有意 ': 5%有意
x2乗値 自由度 P値 判定








-39 14 1 1 6 1 l 3 37 
0.0% 37.8% 0.0% 2.7% 29.7% 0.0% 16.2% 2.7% 2.7% 8.1% 100.0% 
40 -49 1 14 13 4 7 4 4 
2.3% 31.8% 2.3% 0.0% 29.5% 9.1% 15.9% 0.0% 0.0% 9.1% 100.0% 
50 - 7 6 1 1 18 
5.6% 38.9% 5.6% 0.0% 33.3% 0.0% 5.6% 0.0% 5.6% 5.6% 100.0% 
不 明
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 
メ亡泊コ、 計 2 35 2 1 31 4 14 1 2 8 100 
2.0% 35.0% 2.0% 1.0% 31.0% 4.0% 14.0% 1.0% 2.0% 8.0% 100.0% 
独立性の検定 1%有意 5%有意
x2乗値 自由度 P値 判定
15.2431115 2 0.851595 
息子の職業として「科技人員」が最も望まれ，以下「経済管理人員J，I医者」と続く。この







-39 5 6 4 5 1 9 1 5 37 
0.0% 13.5% 16.2% 10.8% 2.7% 13.5% 2.7% 24.3% 2.7% 13.5% 100.0% 
40 -49 10 2 4 3 10 2 9 3 4 
2.3% 22.7% 4.5% 9.1% 6.8% 22.7% 4.5% 20.5% 0.0% 6.8% 100.0% 
50 - 7 3 3 2 2 18 
0.0% 38.9% 16.7% 16.7% 11.1% 11.1% 0.0% 5.6% 0.0% 0.0% 100.0% 
不 明
0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 
合計 2 12 11 6 17 3 19 1 8 100 
1.0% 22.0% 12.0% 11.0% 6.0% 17.0% 3.0% 19.0% 1.0% 8.0% 100.0% 
独立性の検定 1%有意 .: 5 %有意
x2乗値 自由度 P値 判定
15.6372657 2 0.833 
娘も息子と同じく. I科技人員J. I医者J.I経済管理人員」が多く希望されているが，息子
よりも広範な職業が選ばれていることがわかる。「科技人員」は若い世代になるにしたがって





年齢 は L、 いいえ 不明 合計
いることが伺える。世代が上がるにしたがって，-39 31 4 2 37 
83.8% 10.8% 5.4% 100.0% 
子どもの留学を期待する者が多くなっている。
40 -49 38 4 2 4 
86.4% 9.1% 4.5% 100.0% 留学させる理由は，全体では「外国の進んだ
50 - 17 1 18 
94.4% 5.6% 0.0% 100.0% 学問を学ばせたい」が第 l位. I外国で仕事に
不 明
100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 就けたLリが第 2位であるが，世代によって大
メE言3、 計 87 9 4 100 
きな違いがあるo 39歳以下では理由がさまざ87.0% 9.0% 4.0% 100.0% 
独立性の検定 ": 1 %有意 5%有意
まであるが. I外国の大学の方が評価が高い」
x2乗値 自由度 P値 判定





-39 16 4 7 4 2 3 
48.5% 12.1% 21.2% 12.1% 6.1% 100.0% 
40 -49 15 2 16 5 2 40 
37.5% 5.0% 40.0% 12.5% 5.0% 100.0% 
50 - 12 l 4 17 
70.6% 5.9% 23.5% 0.0% 0.0% 100.0% 
不 明 1 
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 
合計 4 7 27 9 4 81 
48.4% 7.7% 29.7% 9.9% 4.4% 100.0% 
独立性の検定 .: 1 %有意
-・ 5%有意x2乗値 自由度 P値 判定
9.35623391 6 0.154512587 
9一







不明 l口h、 ョロιl 
必然的傾向 改善しないから 自覚がない
-39 17 17 2 37 
45.9% 45.9% 2.7% 5.4% 100.0% 
40 -49 19 20 4 4 
43.2% 45.5% 9.1% 2.3% 100.0% 
50 - 7 10 18 
38.9% 55.6% 5.6% 0.0% 100.0% 
不 明
0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 
合計 43 48 6 3 100 
43.0% 48.0% 6.0% 3.0% 100.0% 
独立性の検定 1%有意 .: 5 %有意
x2乗値 自由度 P値 判定
























年 齢 非常に希望する やや希望する あまり希望しない 全く希望しない 合計
-39 12 1 12 2 37 
32.4% 29.7% 32.4% 5.4% 100.0% 
40 -49 B 2 10 4 4 
18.2% 50.0% 22.7% 9.1% 100.0% 
50 - 4 5 9 18 
0.0% 22.2% 27.8% 50.0% 100.0% 
不 明 l 
0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 
合 計 20 38 27 15 100 
20.0% 38.0% 27.0% 15.0% 100.0% 
独立性の検定 1%有意 .: 5 %有意
x2乗値 自由度 P値 判定
28.7456314 6 6.80 E-05 . 





年齢 非常に豊か やや豊か 普通 やや貧しい 非常に貧しい 辺Eヨ、 三ロ十』
-39 19 16 2 37 
0.0% 0.0% 51.4% 43.2% 5.4% 100.0% 
40 -49 3 25 16 4 
0.0% 6.8% 56.8% 36.4% 0.0% 100.0% 
50 - 12 5 18 
0.0% 5.6% 66.7% 27.8% 0.0% 100.0% 
不 明 1 l 
0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 
合計 4 57 37 2 100 
0.0% 4.0% 57.0% 37.0% 2.0% 100.0% 
独立性の検定 1%有意 .: 5%有意
x2乗値 自由度 P値 判定















年齢 Aに賛成 ほぽ Aに賛成 ほぼ Bに賛成 Bに賛成 不明 合計
-39 1 13 6 6 37 
29.7% 35.1% 16.2% 16.2% 2.7% 100.0% 
40 -49 9 14 8 13 4 
20.5% 31.8% 18.2% 29.5% 0.0% 100.0% 
50 - 5 4 6 3 18 
27.8% 22.2% 33.3% 16.7% 0.0% 100.0% 
不 明
0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 
合計 25 31 21 2 10 
25.0% 31.0% 21.0% 22.0% 1.0% 100.0% 
独立性の検定 1%有意 .: 5 %有意
x2乗値 自由度 P値 判定
5.17659061 6 0.52137195 
全体では iAに賛成(ほぼ Aに賛成を含む)Jが 56%， iBに賛成(ほぼBに賛成を含む)Jが
43%であるが，世代が下がるほど iAに賛成(ほぼ Aに賛成を含む)Jが多くなり，逆に世代が
上がるほど iBに賛成(ほぽ Bに賛成を含む)Jが多くなっている。 Aに賛成と Bに賛成でみる
と， 40 - 49歳が iAに賛成」で最下位， iBに賛成」で最高位を示している。
表 6~9 研究者に対する国家の評価
年齢
高く評価 一定の評価 それ程評価 低く評価
わからない 合 計
している をしている していない している
-39 3 21 6 7 37 
8.1% 56.8% 16.2% 18.9% 0.0% 100.0% 
40 -49 4 27 5 5 3 4 
9.1% 61.4% 11.4% 11.4% 6.8% 100.0% 
50 - 9 7 2 18 
0.0% 50.0% 38.9% 11.1% 0.0% 100.0% 
不 明
0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 
合計 7 58 18 14 3 10 
7.0% 58.0% 18.0% 14.0% 3.0% 100.0% 
独立性の検定 1%有意 ‘ 5%有意
x2乗値 自由度 P値 判定
12.1528324 8 0.144514038 
国家からの評価について，全体では「一定の評価をしている」が 6割近L、。 39歳以下およ













40 -49 24 
54.5% 













































































独立性の検定 帥:1 %有意 ・:5%有意






40 -49 38 
86.4% 
50 - 18 
100.0% 
不 明 l 
100.0% 







































































上の全員が「差が大きい」と回答している。次には 39歳以下の約 92%が続く。ここでも 40
-49歳で「差が大きしリとする回答は約80%であり，他の世代と比べて低いことがわかる。
転職については，全体では 59%が「転職を考えたことがあるJとしているが，世代差が大
きい。つまり， 39歳以下および 40-49歳の 7割近くが「転職を考えたことがある」のに対
して， 50歳以上は 2割以下である 0%有意)。
転職を考えたことのある者 59名の理由の第 1位は「収入が低かったから」である。特に，
39歳以下と 40-49歳の 3割強が「収入が低かったから」と回答している (1%有意)。



























合計 13 13 
11.9% 22.0% 22.0% 
独立性の検定 ..: 1 %有意 志:5 %有意




32.0% 12.0% 100.0% 
1 4 30 
36.7% 13.3% 100.0% 
3 
0.0% 0.0% 100.0% 
0.0% 0.0% 100.0% 
19 59 
32.2% 11.9% 100.0% 




























合計 52 31 
5.0% 52.0% 31.0% 
独立性の検定 ..: 1%有意 ・:5%有意























は次のようである(12)0 800未満 3.7%，800 - 1，500元 68.5%，1，500 - 3，000元 18.9%，3，000 
















付記:この小論は The6th International Conference of Asian Sociology (中国・北京，
1995 年 11 月 2~5 日)での口頭発表のために， 1995年8月に提出した中国語論文を翻訳し，加
筆・修正したものである。
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ている (800元は上海市の平均収入の 4割である)0 37%は外国製品をもっている。 60%は流行の
服飾を追随することをよしとせず，個人の趣味を好む。 20%はタクシーや自分のオートパイを足に
している。 33%は1平米当たり 2，000元の住宅を購入することができる。意識の特徴…… 20%以
上が不倫現象(情人現象)に不賛成である。 73.2%が夫婦は幸せでないならば離婚すべきであると
考えている。 86%が子どもをもつことを望んでいない。 25%が子どもをもつもたないはどちらで
もよいという。
(ほし あきら/社会学部社会学科)
